
 

平成 19年能登半島地震について 

 

                                        平成１９年３月２６日（１９：００）現在 

官 邸 対 策 室 

 

１．地震の概要（気象庁） 

（１）発生日時       平成１９年３月２５日 ９時４２分頃 

（２）震央地名       能登半島沖（北緯３７．２度、東経１３６．７度） 

（３）震源の深さ   １１ｋｍ 

（４）規   模   マグニチュード６．９（暫定値） 

（５）各地の震度（震度５弱以上） 

 震度６強  石川県七尾市、輪島市、穴水町 

震度６弱   石川県志賀町、中能登町、能登町 

 震度５強   石川県珠洲市 

 震度５弱   石川県羽咋市、宝達志水町、かほく市 

富山県富山市、滑川市、舟橋村、氷見市、小矢部市、射水市 

新潟県刈羽村    

（６）津   波   津波注意報（２５日１１：３０すべて解除） 

          石川県珠洲市 最大波１１：１３ ２０ｃｍ観測 

             金沢市 最大波１１：０８ ２０ｃｍ観測 

（７）余震（最大震度別回数）（２６日１８：００現在） 

・震度５弱  ２回（２５日１８：１１頃 石川県輪島市、穴水町 

２６日１４：４６頃 石川県能登 ） 

・震度４   ３回（２５日９：５２頃、１５：４３頃、２６日０７：１６頃） 

・震度３  １８回 

・震度２  ５１回 

・震度１ １３４回 

（８）余震発生確率（２６日６時現在での推定） 

・26日に入ってからも震度３以上の余震が引き続き発生している。 

・余震活動は徐々に減衰してきているが、今後数日間程度は震度５強ところにより震度

６弱の揺れとなる余震が発生するおそれがある。 

・26日10時から３日以内に、マグニチュード６．０、５．０以上の余震が発生する確率

は、おのおの１０％、７０％程度である。 

 

 

※地盤が脆弱になっている可能性が高いため、石川県の大雨警報・注意報について、現

行基準より引き下げた暫定基準を設けて運用（２５日１６：００以降） 

※２６日１０：３０ この地震を「平成19年（2007年）能登半島地震」と命名。 



 

 

２．被害状況（現時点、未確認情報含む。） 

【人的被害】（２６日１７：００現在 消防庁） 

◎死者  １名（輪島市において、52歳女性が自宅内で灯籠の下敷きになり死亡）   

◎重傷 ２４名（石川県２２名、富山県１名、新潟県１名） 

◎軽傷１９０名（石川県１７５名、富山県１２名、新潟県３名） 

【避  難】（２６日１６：００現在 消防庁） 

◎石川県全体で１，２１３名が３５ヶ所で避難中 

輪島市：１，０６５名が２３ヶ所で避難中 

    志賀町：   ９４名が避難中 

    穴水町：   ３６名が避難中 

七尾市：   １５名が避難中 

中能登町：   ３名が避難中 

◎石川県で３世帯４名に対し避難勧告（２６日１４：１０） 

◎富山県富山市で３名が避難中 

【住家被害】（消防庁） 

◎全壊   ５７棟（石川県）  

◎半壊  １５１棟（石川県）  

◎一部損壊３９５棟（石川県３９２棟、新潟県３棟） 

※警察庁によると、全壊６９棟、半壊１５６棟、一部損壊４１２棟 

 【道路被害】（２６日１６：３０現在 国土交通省） 

◎通行止め：能登有料道路（穴水～柳田） 

能越自動車道（田鶴浜～徳田大津） 

国道２４９号線４箇所（落石・陥没等８箇所で発生） 

※ 北陸道、東海北陸道等の通行止めは解除 

 【鉄道被害】 

◎のと鉄道七尾線 運転見合わせ（のと鉄道） 

【原子力発電所】（２６日 原子力安全・保安院） 

◎異常なし 

【医療機関】（２６日１２：００ 厚生労働省） 

   ◎大きな被害はない 

 【学校施設】（２６日１４：００ 文部科学省） 

   ◎石川県内、富山、福井、新潟県内の計１２９校に壁亀裂、ガラス破損などの被害 

【断  水】（２６日１３：００ 厚生労働省） 

◎石川県輪島市：４，９００戸 

       七尾市：  １６０戸 

穴水町：  ５５０戸 

 【停  電】（２６日１６：５０ 経済産業省） 

◎供給支障解消 

         



 

 

３．広域応援等の活動状況 

（１）広域緊急援助隊（警察庁） 

  ２５日 

・１１：１５ 広域緊急援助隊（愛知・岐阜・福井・新潟部隊）に対し、被災地への出

動指示（現地到着次第、順次被災地で活動中：総勢２４６名） 

・１８：１５ 愛知県警と新潟県警の広域緊急援助隊については派遣指示を解除 

２６日 

・０６：００ 広域緊急援助隊（福井・石川・岐阜部隊：総勢１１９名）が活動中 

（２）災害派遣（防衛省） 

  ２５日 

・１１：０８ 石川県知事から陸自金沢駐屯地司令（第１４普通科連隊長）に対し災害

派遣要請（現地到着次第、順次被災地で活動中） 

２６日（１８：００現在） 

・輪島市門前町、鳳珠郡穴水町、羽咋郡志賀町、七尾市中島町において給水・給食支援

等を実施 

・派遣規模（延べ）：人員約５８０名、車両約１６０両、航空機約２５機 

（３）緊急消防援助隊（消防庁） 

  ２５日 

・１０：１５以降順次 消防庁長官から緊急消防援助隊（福井・滋賀・京都・富山・東

京・大阪・兵庫部隊）出動要請（全府県25日に現地到着。順次被災地で活

動中：総勢３４９名） 

２６日 

・ ９：３７陸上部隊の活動終了 

・１０：３０航空部隊の情報収集活動終了 

・１１：５５解団、引き上げ開始 

（４）医療チーム（厚生労働省） 

  ２５日 

  ・１１：０９ 災害派遣医療チーム 石川チーム出動（他県応援不要との連絡） 

（５）災害救助法の適用 

  ◎石川県：七尾市、輪島市、珠洲市、羽咋郡志賀町、鹿島郡中能登町、鳳珠郡穴水町、

鳳珠郡能登町 

 

４．政府の主な対応 

２５日 

・０９：４５ 官邸対策室設置、緊急参集チーム招集 

・０９：４５ 総理指示 

        「被害状況の確認と住民の安全確保に万全を期すように」 

・緊急参集チームにおいて次の事項を確認 



 

「１．石川県能登を中心とする地震について、被災者の救出・救助活動に全力を尽くす。  

２．県や市町村との連絡調整及び情報収集を密接に行い、被害情報の収集に全力を挙

げる。  

   ３．警察広域緊急援助隊を派遣したほか、状況により緊急消防援助隊、自衛隊の災害

派遣による被災地への広域応援を行い、被害の状況に応じて万全を期する。  

   ４．引き続き、政府各機関において連携し、県や市町村との的確な連携を図る。」 

・１６：３０ 航空自衛隊輪島分屯基地に到着した防災担当大臣から総理へ電話報告 

総理指示 「しっかりと現地の状況を把握し、一刻も早く住民が安心して

暮らせるよう、地元自治体と連携し、適切に対応すること。」 

・１６：４８ 防災担当大臣を団長とする政府調査団が輪島市役所に到着後、調査開始。 

２６日 

・０６：３０ 政府調査団が輪島市内を現地調査開始。 

・１０：２０ 帰京 


